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はじめに 

 

 

国立大学が法人格を持ち５年が経過しようとしている現在、各法人におい

ては諸答申を踏まえつつ、大学改革を着実に進捗させるとともに、教育研究

の高度化、運営効率の向上やアウトソーシング、個性化等、国立大学が本来

果たすべき使命や機能の実現に向け、自主・自立の下に更にその流れを加速

させ、活力に富み、国際競争力や地域に根ざした大学づくりを推進している。 

一方、中央教育審議会答申「我が国の高等教育の将来像」においては、18

歳人口の減少や社会の高度化・複雑化・専門化の進展等、社会情勢の大きな

変化により、質の高い人材の輩出が求められており、大学は教育・研究組織

としての経営戦略を明確化する必要があるとされている。 

更に、国の厳しい財政状況や、そもそも国立大学には多額の公的資金が投

入されていることに鑑みれば、不断の経営努力、自己点検評価を行い、常に

財務内容の改善を意識した最適な運営が求められる。 

 

こうした背景の下、従来の施設長期計画書について今一度振り返り、策定

後の新たな課題・ニーズや、今後の進むべき方向性等を踏まえつつ見直しを

行った。この「キャンパスマスタープラン」により、新潟大学の魅力的な教

育研究環境を創造するとともにその実現を目指し、教育の質の向上、研究成

果の還元、地域社会への貢献など、国民の負託に応えるものである。 

 

平成２１年３月 

 

施設環境委員会 
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１. 新潟大学の理念・目標 

新潟大学は、高志の大地に育まれた敬虔質実の伝統と世界に開かれ

た開港都市の進取の精神に基づいて、自律と創生を全学の理念とし、

教育と研究を通じて地域や世界の着実な発展に貢献することを全学の

目的とする。 

     

    【教育の基本的目標】 

      精選された教育課程を通じて、豊かな教養と高い専門知識を修得

して時代の課題に的確に対応し、広範に活躍する人材を育成するこ

と。 

    【研究の基本的目標】 

      伝統的な学問分野の知識資産を継承しながら、総合大学の特性を

活かした分野横断型の研究や世界に価値ある創造的研究を推進す

ること。 

    【社会貢献の基本的目標】 

      環日本海地域における教育研究の中心的存在として、産官学連携

活動や医療活動を通じ、地域社会や国際社会の発展を支援すること。 

    【管理運営の基本目標】 

      国民に支えられる大学としての正統性を保持するために、最適な

運営を目指した不断の改革を図ること。 

 

 

 これらの理念・目標の達成に向け、教育研究環境に関する現状の把 

    握・分析や、社会的要因、財政状況の変化等も踏まえ、長期的な視点、 

    中期的な視点、及びその整備手法について検討するものとする。 
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２.良好なキャンパス環境の必要性 

大学のキャンパス環境は、独創的・先端的な学術研究や創造性豊か

な人材養成のための知的創造活動や知的資産の継承の場である。 

能力の陶冶と人格形成の場として，所要の施設の機能を備えること

はもとより，大学の歴史や伝統を踏まえ，次世代に継承していけるよ

うな施設環境を整えることは，知的なものに対する取組のシンボルで

あり，次世代へのメッセージである。 

また，キャンパスは，学生や教職員をはじめ多くの人々が集い，独

創的な活動を織りなす多様なコミュニケーションの場を形成している。

キャンパス環境を，人間性・文化性に配慮したゆとりと潤いのあるア

カデミックな雰囲気に満ちたものとすることは，知的で創造的な活動

の活性化を促し，新たな時代における発展の礎を築くものである。 

このように，大学施設は，次代を担う豊かな人材を育て，より高度

な教育研究活動の展開や国際社会・地域社会に貢献する独創的・先端

的な学術研究の推進，研究交流の促進，国際交流の推進，生涯学習社

会の実現を図っていく上で基盤を成すものであることから、そこで活

動する学生、教職員にとって魅力的な教育研究環境の創出は不可欠で

ある。 



3 

３.現状の把握・分析等 

  ３.１主要キャンパスの諸元 

   ○ 五十嵐キャンパス（平成２０年５月現在） 

     敷 地 面 積 ： 589,540㎡ 

     建 築 面 積 ： 73,160㎡ 

     建 物 延 面 積 ： 206,144㎡ 

     建 ぺ い 率 ： 12.4% 

     容 積 率 ： 35.0% 

     学 生 数 ： 10,582人 

     教 員 数 ： 624人 

     そ の 他 職 員 ： 333人 

     都市計画区域： 都市計画区域内  市街化区域 

     用 途 地 域 ： 第１種中高層住居専用地域 

     地 域 地 区 ： ─ 

     その他の地域： 公害防止地域（大気汚染，騒音，振動，悪臭） 

 

○ 旭町キャンパス（平成２０年５月現在） 

     敷 地 面 積 ： 168,450㎡ 

     建 築 面 積 ： 47,744㎡ 

     建 物 延 面 積 ： 203,038㎡ 

     建 ぺ い 率 ： 28.3% 

     容 積 率 ： 120.5% 

     学 生 数 ： 2,261人 

     教 員 数 ： 490人 

     そ の 他 職 員 ： 726人 

     都市計画区域： 都市計画区域内  市街化区域 

     用 途 地 域 ： 第２種中高層住居専用地域 

     地 域 地 区 ： 準防火地域 

     その他の地域： 公害防止地域（大気汚染，騒音，振動，悪臭） 

 

  ３.２老朽化・耐震性能 

全建物面積 446,815㎡のうち、25年以上経過した建物面積が 270,975

㎡（60.7%）ある。このうち、大規模改修を行っていない建物は、180,443

㎡（66.6%）あり、老朽施設の改善は重要な課題である。 

また、昭和 56年以前の旧耐震基準で整備された建物面積が 210,864

㎡あり、Is＜0.3のより耐震補強の必要性が高い建物は、既に耐震改修

を行っている。 
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しかし、0.3≦Is＜0.7 で、未改修の建物面積は、87,003㎡ある。現在

の耐震化率は、79.5%であり、「建築物の耐震改修の促進に関する法律（通

称：耐震改修促進法）」に基づく基本方針では、平成２７年までに、少

なくとも９割の耐震化を目標にしている。本学がその目標を目指すとす

ると、毎年 7,500㎡程度の耐震改修を行わなければならない。 

参考：国立大学施設の建物については、地震発生時の学生等の安全 

を確保するとともに、地域の避難場所としての役割も果たす 

ことができるように、国が定めた構造基準より高い基準で設 

計されている。 

 

  ３.３屋外環境施設 

キャンパスは、学生、教職員、卒業生にとっては、大学への愛着や

誇りの象徴であり、来訪者にとっては、大学の個性や品位を想像する

物差しでもある。快適で美しいキャンパスは、周辺地域との一体的な

景観の形成にも貢献する。しかし、施設に関して、建物ごとにバラツ

キがありやや統一感に欠ける、構内交通に関して、構内で人・車・自

転車が交錯して危険な箇所がある、環境・景観に関して、学生･教職員･

地域住民が憩い、交流する場が少ない、緑地についても手付かずの自

然が残されていると言える反面、害虫の被害の拡大や見通しが悪く防

犯上良くない等の問題点が挙げられている。 

近年、緑地の管理を計画的に進めているが、屋外環境は、中長期的

な計画に基づき維持管理されることにより美しい景観が保たれること

から、管理の必要度に応じ計画的な維持管理をしていく必要がある。 

 

  ３.４財政状況 

国立大学等施設の整備及び管理運営に必要な経費として国から措置

されるのは、施設整備費補助金等と運営費交付金の２本立てになった。 

運営費交付金には施設の維持保全に必要な経費として、修繕、点検

保守、運転管理等の維持管理費及び施設の劣化防止を対象とした「教

育等施設基盤経費」が算定されている。運営費交付金は、統一的な算

定ルールに従って効率化係数として毎年度１％減額されている。限ら

れた予算のなかで、良好な施設環境を維持するためには、定期的な点

検・評価により施設の有効活用を推進していく必要がある。 

また、施設整備費補助金については、事業評価（施設マネジメント

に関する全学的な取り組み、実施事業の事後評価、教育・研究への波

及効果、事業の必要性・緊急性等）が行われ、一定水準の事業につい

て、予算の範囲内で措置される仕組みとなっており、普段の取り組み

や成果が求められ競争的要素が色濃い。 
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  ３.５教育研究等の方向性 

新潟大学の理念・目標の下、社会的な背景やニーズを踏まえ、中期

目標・中期計画が策定され、教育研究等の方向性を踏まえた施設整備

が必要であることから、本プランの見直しが必要となる場合には、随

時行う。 



６

175,840

446,815

28,884

111,000

(39.8)

( 8.0)

(24.8)

(20.9)

( 6.5)

35,956

(27.3)

( 4.1)

39,604

(32.3)

(35.0)

270,975

177,765

( 1.3)

93,210

(％)その他 (％)計(％)五十嵐経年 旭町(％)

単位：㎡

(S60～H1)

(H2～H11)

(S54以前)

(S55～S59)

(H12以降)

合 計

○ 新潟大学 経年別保有面積

25年以上 計

25年未満 計

194,090

(43.0)

23,899

51,360

(30.5)

(12.3)

23,218

( 6.2)

( 8.0)

12,007

10～19年

20～24年

25～29年

30年以上

10年未満

83,538

15,454

59,192

142,730

10,800

23,593

( 3.1)

(40.6)

12,793

501

16,011

13,874

1,636( 7.2)

6,628

15,241

104,652

81,434

86,600

(38.2)

(10.9)

108,469

213,121

五十嵐団地配置図正門

北門

廃液処理施設

地域共同

科学センター

中門

物質・生産棟

生命・環境棟
自然科学系

大学会館

自然科学系

中央図書館

情報理工棟
災害復興

五十嵐寮
（女子）

（男子）

ﾗﾎﾞﾗﾄﾘｰ

第二体育館

研究センター

自然科学系

五十嵐寮

第一食堂

ﾍﾞﾝﾁｬｰ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ･

五十嵐地区福利施設

第二食堂

人文社会学系

有朋会館

武道場

理 学 系

西門

Ｎ
冬期主風向

夏期主風向

農 学 系

教育学系

第三食堂

職員宿舎

情報処理センター

第一体育館

第三体育館

自然科学系
管理・共通棟

国際交流会館

総合教育研究棟

工 学 系

汚水処理施設

センター
厚生

大学事務棟

Ｎ

旭 町 団 地 配 置 図

夏期主風向冬期主風向

歯学系

福利施設

旭町体育館

学生実習棟

看護師宿舎

動物実験施設

7T-MRI棟

共同研究棟

図書館

脳研究所

東診療棟

利用施設

西研究棟

RI共同

遺伝子
実験施設

ｻｰｸﾙ

中央棟

共用施設

医学系

中央診療棟

有壬記念館

管理棟
ＲＩ

旭町学術資料

診療棟

康楽会館

体育館

武道場

新病棟

中央機械室

展示室

旧看護学校寄宿舎

外来棟

MRI-CT棟

総合研究実験棟
総合研究棟

ｾﾝﾀｰ
RI総合

MRI-CT棟

保健学系

西診療棟

経年20～24年 (S60～H1)

経年25～29年 (S55～S59)

大型改修済建物

経年30年以上 (S54以前)

経年10年未満 (H12～H21)

経年10～19年 (H2～H11)

取り壊し予定建物

凡 例

3.6 施設の現状 【経年別保有面積】



７

○ 新潟大学耐震化状況

⑦=
④+⑤+⑥ ⑧=⑦／③

された
対象

⑥

保有面積

24,525 86,182

24,561

36

耐震化率
が確認
耐震性

保有面積

S57以降 耐震性 耐震

施設
のある 改修済み

施設全体

⑤④

教育研究基盤施設

S56以前

③=①-②

保有面積

小規模
保有面積

21,958

附属病院施設

単位：㎡

②

区分

346,896 21,854

446,815

99,919 104 99,815

325,042 73.7％

337,854 79.5％

85,217

128,776

424,857 213,993

239,483

①

建物

98,371 98.6％

99,300

13,118

(医
)
保
健
学
系
(D
棟
)

耐震改修計画範囲 新耐震による建物(保有水平耐力確認済み)

(自
然
研
)
物
質
･生

産
棟

総
合
教
育
G棟

(医
病
)
MR
I

(五
十
嵐
)
総
合
情
報
/現

社
研
/
地
共
/松

風
会
館
/
(五

十
嵐
)
第
三
体
育
館

(脳
研
)
MR
I-
CT

(理
)
A1
棟
/(
教
育
)D
･G
棟

(旭
町
)
RI
総
合
/(
歯
)H
棟

(五
十
嵐
)職

員
宿
舎

(旭
町
)
遺
伝
子
実
験
施
設

(五
十
嵐
)
第
二
食
堂

中
央
図
書
館
/
(五

十
嵐
)厚

生
ｾ
ﾝﾀ
ｰ

(達
者
)
臨
海
実
験
所

(小
田
)演

習
林

(自
然
研
)
情
報
理
工
棟(医

病
)
西
診
療
棟
/有

壬
記
念
館

(五
十
嵐
)
悠
久
会
館

(五
十
嵐
)職

員
宿
舎

(脳
研
)
A棟(医

)
保
健
学
系
(E
棟
)

(五
十
嵐
)
課
外
活
動
施
設

(医
歯
病
)
中
央
診
療
棟

(農
)
B棟

/
(医

)
東
研
究
棟

(農
)
A･
C棟

/
(農

)
各
種
実
験
棟

(医
)
北
研
究
棟
/(
歯
)F
棟

(歯
)
C･
D･
E棟

(五
十
嵐
)
理
学
系
（
A･
B･
C棟

）

(西
大
畑
)
職
員
宿
舎

人
文
社
会
学
系
A･
B棟

長
岡
学

生
寄
宿
舎

(医
)実

習
棟

長
岡
附
属
体
育
館

(人
文
)
F棟

/(
工
)A
2棟

(医
病
)中

央
棟

(医
病
)外

来
棟 (
五
十
嵐
)ﾍ
ﾞﾝ
ﾁｬ
ﾋﾞ
ｼﾞ
ﾈｽ
ﾗﾎ
ﾞﾗ
ﾄﾘ
ｰ

(旭
町
)
Ｐ
Ｅ
Ｔ
棟

(西
大
畑
)職

員
宿
舎

(五
十
嵐
)
有
朋
会
館

(
五
十
嵐
)総

合
教
育
研
究
棟
(
A･
B･
C･
D棟

)
/体

育
館
･
武
道
場

(西
大
畑
)
附
属
中
学
校

(村
松
)
管
理
棟
/乳

牛
舎

(西
大
畑
)
特
別
支
援
学
校

(長
岡
)
附
属
小
学
/附

属
幼
稚
園
他

(旭
町
)体

育
館

(自
然
研
)
生
命
･環

境
棟

六
花
寮

脳
研
C棟

(五
十

嵐
)第

一
食

堂
他

総
合
教
育
F
棟
/(
教
育
)A
･
D･
C･
D棟

/
(理

)
A1
･C
1棟

/
第
二
体
育
館
/
(五

十
嵐
)
女
子
寮
/
(五

十
嵐
)
職
員
宿
舎

(工
)
A･
B･
B1
･D
･大

講
義
室
/
大
学
会
館

(
人
文
)C
･D
･E
棟
/(
教
育
)E
･F
･G
･H
棟
/
(工

)
D2
･E
･E
1棟

/
(五

十
嵐
)
職
員
宿
舎

(
旭
町
)図

書
館
/
(歯

)
E'
･G
棟
/(
医
病
)管

理
棟
/
(医

病
)
RI
診
療
棟

(工
)
C･
C1
･C
2･
C3
棟
/災

害
復
興
/
(五

十
嵐
)
男
子
寮

(歯
)
A･
B･
B'
･D
'棟

/
RI
共
同
利
用

(旭
町
)
総
合
研
究
棟
/(
脳
研
)B
棟

中
央
図
書
館
/本

部
庁
舎
A･
B棟

(西
大
畑
)
職
員
宿
舎

(医
)
保
健
学
系
（
A･
B･
C棟

）

(
医
)西

研
究
棟
/
(医

病
)
看
護
婦
寄
宿
舎

(旭
町

)旧
看

護
学

校
寄

宿
舎

他

(医
歯
病
)
新
病
棟
西
館

(自
然
研
)
物
質
･生

産
棟

(旭
町
)
総
合
研
究
実
験
棟

(旭
町
)
動
物
実
験
施
設

(旭
町
)
福
利
施
設

(医
)
共
同
研
究
棟

(西
大
畑
)
附
属
小
学
校
/(
西
大
畑
)職

員
宿
舎

(長
岡
)
附
属
中
学

(自
然
研
)
管
理
共
通
棟
/(
五
十
嵐
)国

際
交
流

(工
)
A･
D棟

/
(五

十
嵐
)
職
員
宿
舎

(医
歯
病
)
新
病
棟
東
館

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

S3
7

S
4

S3
1

S2
9

S3
3

H1
0

S5
9

S4
5

S4
7

H
2

H
6

S4
1

S6
1

H
4

H2
0

S6
3

H1
4

H1
6

H1
2

H1
8

S5
5

H
8

S4
9

S5
7

S3
9

S5
3

S5
1

S4
3

0

㎡
整備面積

凡 例

建設年度

155,012㎡

152,899㎡

10,514㎡

10,587㎡

15,755㎡

2,748㎡

99,300㎡

五十嵐団地(上記除く)

旭町団地 ( 〃 )

その他団地( 〃 )

長岡学校町団地( 〃 )

西大畑団地( 〃 )

村松団地 ( 〃 )

耐震改修済み

五十嵐団地配置図

冬期主風向

夏期主風向

Ｎ

正門

北門
廃液処理施設

地域共同

科学センター

中門

物質・生産棟

生命・環境棟
自然科学系

大学会館

自然科学系

中央図書館

情報理工棟
災害復興

五十嵐寮
（女子）

（男子）

ﾗﾎﾞﾗﾄﾘｰ

第二体育館

研究センター

自然科学系

五十嵐寮

第一食堂

ﾍﾞﾝﾁｬｰ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ･

五十嵐地区福利施設

武道場

理 学 系

西門

工 学 系

汚水処理施設

職員宿舎

農 学 系

教育学系

第三食堂

第二食堂

人文社会学系

有朋会館

総合教育研究棟

情報処理センター

第一体育館

第三体育館

自然科学系
管理・共通棟

国際交流会館

大学事務棟

センター
厚生

冬期主風向 夏期主風向

Ｎ

旭 町 団 地 配 置 図

展示室

RI総合

旭町学術資料

ＲＩ診療棟

西診療棟

保健学系

MRI-CT棟

ｾﾝﾀｰ
RI共同

有壬記念館
武道場

中央機械室

康楽会館

体育館

利用施設

遺伝子
実験施設

新病棟

管理棟

外来棟

東診療棟

中央棟

学生実習棟

旭町体育館

看護師宿舎

医学系
西研究棟

中央診療棟

ｻｰｸﾙ
共用施設

歯学系

総合研究実験棟

7T-MRI棟

総合研究棟

旧看護学校寄宿舎

MRI-CT棟
図書館福利施設

脳研究所

動物実験施設

共同研究棟

凡 例

取り壊し予定建物

S46以前 (経年37年以上)

S57以降 (経年27年未満)

S47～S56(経年27年以上37年未満)

耐震改修済建物

建設年度

（耐震改修を予定しない建物を含む）

S46以前 (経年37年以上)

S47～S56(経年27年以上37年未満)

S57以降 (経年27年未満)

（耐震改修を予定しない建物を含む）

凡 例

建設年度

耐震改修済建物

3.7 施設の現状 【耐震化状況】
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４.施設整備・維持の基本方針（長期的視点） 

４.１施設整備 

現在の整備（狭隘）状況、国の財政状況や、毎年措置される建物

関係維持経費の状況、１８歳人口の減少等の社会的要因等を踏まえ

れば、新たなスペースの増加は必ずしも得策ではなく、既存施設の

有効活用によりスペースの再配分を行い、コンパクトなスペースに

より、最大限の教育研究効果を上げることを原則とする。 

具体的には、画一的スペース配分の慣習を払拭し、各分野の教育

研究の効果を最大限に上げるために必要とするスペースを確保し、

かつ実験機器等の共用化を促進した上で、学生の自学自習スペース、

プロジェクト研究や競争的資金による研究スペース、ゆとりや交流

のスペースなどの充当に努める。 

また、耐震性の劣る建物が８万７千㎡存在している現在、安全安

心の観点から、耐震改修を含む老朽改修を計画的に進める。 

 

４.２インフラストラクチャー整備 

教育研究活動の流動化など、将来の変化に柔軟に対応可能な整備

を行うとともに、自然エネルギーの活用、保守管理の省力化，エネ

ルギー管理の高効率化，監視機器の中央化及び高効率・長寿命機器

の積極的導入を図り、高度化する教育研究にも対応し得る信頼性・

安全性の高いエネルギー・システムと経済性を追求する。 

さらに、医療活動を伴う場合には、人命を第一に、バックアップ

機能にも配慮し、万全を期す。 

 

４.３エネルギー供給，エネルギー管理 

従前より環境負荷低減に効果のある様々な工夫に努めてきたとこ

ろであるが、「エネルギーの使用の合理化に関する法律（通称：省

エネ法）」、「地球温暖化対策の推進に関する法律（通称：温対法）」

及び「環境情報の提供の促進等による特定事業者等の環境に配慮し

た事業活動の促進に関する法律（通称：環境配慮促進法）」等を踏

まえ、さらなる創意工夫で低炭素社会の実現に努める。 

 

４.４ 環境配慮型施設整備 

○ 施設整備 

「国等における温室効果ガス等の排出の削減に配慮した契約の推

進に関する法律（通称：環境配慮契約法）」等環境負荷低減のため

の諸法令の主旨を踏まえ、新たな視点「建築物総合環境性能評価シ

ステム：CASBEE（Comprehensive Assessment System for Building 

Environmental Efficiency）」という基本的な考え方に基づき、一
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層の環境負荷低減に努め、サスティナブルなキャンパスの構築を目

指す。 

太陽光、風力等の自然エネルギー利用や雨水利用のための施設を、

教育・研究の面、費用対効果を見極め整備を検討する。 

○ 緑地の管理・保全・利活用 

キャンパス内の植物や植生はキャンパスを特徴づける重要な景観

資源である。それらの生態的価値の保全に配慮しつつ、保全すべき

緑地を整理すると共に、学生・教職員等の交流や憩いの場、教育・

研究に利用する場、人の移動のための場、周囲への緩衝帯などとし

て積極的に利活用する。 

 

４.５ ユニバーサルデザイン 

患者・障害者の視点にたちかえり、本学内の現状把握を行い、国

土交通省の「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法

律（通称：バリアフリー新法）」および、県条例（「新潟県福祉のま

ちづくり条例」）に照らし合わせながら、予算等を勘案し、新築建物

のみならず既存の建物についても計画的に整備を推進する。なお、

病院については、バリアフリー新法の「建築物移動等円滑化誘導基

準」に適合する「認定建築物」の取得を目指す。 

 

４.６ 維持管理 

大学施設が、今後共長期間にわたり、安全で良好な状態が維持さ

れ、高度な教育研究を展開するにふさわしい環境の確保が図られる

よう、維持管理を行う必要がある。厳しい財政状況や効率化が求め

られるあまり、施設の維持管理に必要な人的支援や財源措置が追い

つかず、更には傷み具合の把握や対策が遅れ、その結果深刻な老朽

化を招くといった負のスパイラルとなることのないよう、計画的に

維持管理を行うための維持管理計画を充実し、「事後保全」から「計

画保全」への転換を図り、長寿命化とライフサイクルコストの低減

に努める。 
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５.施設マネジメント 

  ５.１施設の点検・評価の必要性 

施設に関する基本的な整備予算は病院施設等を除き、国からの施 

設整備費補助金により措置され、その際、「当該施設の状況や利用

状況の点検等を含む適切な調査・評価を行い、その結果、真に重点

整備を行うべき施設を厳選する。」ことが国の整備方針として示さ

れている。 

また、施設に関する点検・評価は、公的財産である大学施設を質

的に向上させ、有効に活用することにつながり、国民の理解を得る

ためにも不可欠な取り組みである。 

本学におけるこれまでの施設の点検・評価は、主として効率性を

主とした判断基準により実施してきたところであるが、学生、教職

員等が魅力を感じるキャンパスとするためには、更にアメニティ、

シンボル性など、良好なキャンパスを形成する重要な構成要素を加

味することも考慮する必要がある。 

 

  ５.２多様な財源等による施設整備 

現下の厳しい財政状況の中、多様な教育研究計画に対応した施設

について、国からの補助金を待つのでは機動性に欠け、時期を逸す

ることも考えられる。そのため、償還計画等十分に留意し以下のよ

うな整備手法についての導入を検討し、柔軟かつ機動的に対応する

ことも必要と思われる。 

①外部資金による整備 

②ＰＦＩ事業による整備 

③寄付による整備 

     ④民間施設借用による整備 

     ⑤他省庁や地方自治体との連携による整備 

 

  ５.３施設マネジメントの３つの視点 

(1) スペースマネジメントの視点 

全学的にスペースを管理し、目的・用途に応じた施設の需給度

合い、利用度等を踏まえて適切に配分し、施設を有効的に活用す

る。 

（学長裁量スペースの確保、講義室の稼働率向上 等） 

(2) クオリティマネジメントの視点 

施設利用者の要望に配慮しつつ、安全及び教育研究等の諸活動

を支援する機能等を確保し、施設の質の向上を図る。 

（ベンチマークの設定、適切な維持管理 等） 

(3) コストマネジメントの視点 
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クオリティ及びスペースの確保・活用に要する費用を管理し、

大学経営の視点から、費用対効果の向上、資産価値の維持を図る。 

 （エネルギー使用量の削減 等） 

 

    

６. 優先する施設整備（短・中期的視点） 

○ 学生等が魅力を感じる，学生の視点に立ったキャンパス整備 

○ 安全・安心な教育研究環境を確保するための整備 

 （耐震改修・交通対策（歩車分離）） 

○ 先端的医療環境の構築整備 

○ 省エネルギー対策整備 

○ 真の全学共用スペース整備（競争的資金の導入、若手研究者支援等） 
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民 地

7.1 ｷｬﾝﾊﾟｽ計画図 【五十嵐ｷｬﾝﾊﾟｽ】
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冬期主風向 Ｎ

電波方向

夏期主風向

１００ｍ３０ ４０１０ ５０２００

（凡例）

改修予定建物

建設可能位置

7.2 計画施設配置図

１３



電波方向

夏期主風向

冬期主風向 Ｎ

５０２００ １０ １００ｍ３０ ４０

・正門から北門まで及び西門から教育学部までのキャンパスメインストリート

整備を行う。

・外周道路周辺に駐車場を整備し、構内建物周辺の駐車場の見直しを行う。

への車輌乗り入れを制限し、歩行者優先とした整備を行う。

のアプローチとして管理・サービス道路の

キャンパスメインストリート

駐車場

整備を行う。

・キャンパスメインストリート北側への車輌
管理・サービス道路

・キャンパスメインストリート北側への車輌
管理・サービス道路

のアプローチとして管理・サービス道路の

・あまり手を入れずに自然
大学の森

のまま保存していく。

・積極的に管理し保存していく。
赤松林

学生参加型の緑地整備

学生参加型の緑地整備

１４

7.3 五十嵐ｷｬﾝﾊﾟｽ屋外環境計画



市

市 道

市 道

国

道

市
市 道

冬期主風向

民 地

市 道

夏期主風向

電波方向

民 地

民 地

民 地

民 地

市 道

国道１１６号線（２２）民 地

市 道

道

民 地

民 地
市 道

民 地

8.1 ｷｬﾝﾊﾟｽ計画図 【旭町ｷｬﾝﾊﾟｽ】

１５

ｿﾞｰﾝ

ｿﾞｰﾝ

ﾒﾃﾞｨｶﾙｿﾞｰﾝ

ｻｰﾋﾞｽｿﾞｰﾝ

ｽﾀｯﾌｿﾞｰﾝ

ﾒﾃﾞｨｱｿﾞｰﾝ

ｻｰﾋﾞｽ

ｿﾞｰﾝ

健康ｽﾎﾟｰﾂｿﾞ-ﾝ

ｱｶﾃﾞﾐｯｸｿﾞｰﾝ

ﾒﾃﾞｨｶﾙ

ｻｰﾋﾞｽｿﾞｰﾝ

ｻｰﾋﾞｽ

ｱｶﾃﾞﾐｯｸｿﾞｰﾝ

情報

ｱｶﾃﾞﾐｯｸｿﾞｰﾝ

交流ｿﾞｰﾝ
ｻｰﾋﾞｽｿﾞｰﾝ

研究交流ｿﾞｰﾝ

自然環境ｿﾞｰﾝ

学術･研究

自然環境ｿﾞｰﾝ

ｻｰﾋﾞｽｿﾞｰﾝ

５０ １００ｍ０

ﾒﾓﾘｱﾙ

Ｎ

・交流ｿﾞｰﾝ

ｻｰﾋﾞｽｿﾞｰﾝ

道



500 100ｍ

都市計画道路（１１） 旭町日和山線

都市計画道路（１５） 東堀通有明線

国道１１６号線（２２）

冬 期 主 風 向

8.2 計画施設配置図

Ｎ

電 波 方 向

夏 期 主 風 向

（凡例）

改修予定建物

建設可能位置

１６



500 100ｍ

駐 車 場

１７

患 者 動 線

職 員 .学 生 動 線

サービス動線

タクシー動線

救 急 （ 救 急車 ） 動 線

凡 例

8.3 旭町ｷｬﾝﾊﾟｽ動線計画

夏期主風向
電波方向

Ｎ

冬期主風向
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